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島県 の 負傷者 の 大半，宮崎県の 死者及 び負傷者 の

ほ ぼ半数， 並び に鹿児島県及び宮崎県 の 建物被 害

の 大半は強風 （暴風）に よ る もの で あ っ た 。 鹿 児

島県 ・宮崎県の強風に よ る LLI林被害が 1go 億 円程

度，農業被害が 380 億 円程度 に な っ た
。 熊本県 の

球磨郡や 八代郡で は北風 に よ る倒 木等 の 大被 害

（約 210 億円）を被 った。 また，鹿児 島県や宮崎県

で は ，多数 の 送電 用鉄塔 の 倒壊 な ど に よ り ，

628，500 戸 （45％）が停電 した
3）・4）

。

　（3）強風及び高波に よる災害

　宮崎県 日向市の 塩見側下流や大分市 の 小河川 の

氾濫 は，台風通過 に よ る高潮と満潮 が重 な っ て 浸

水被害が 発生 した 3）・4）
。

　鹿児島県佐多岬 の 沿岸波浪 計 は，9313 の 最接

近時に 最大有 義波高 7．99m を観測 した 。 高波 ・

強風 に よ り，九州全体で 船舶被害が 197 隻， 港湾 ・

漁業施設が 1，000 箇所余 の 85億 円程度 の 被害 と

な っ た 3＞・4）
。

　 1．3　 まとめ

　  気 象官署 の 平均最低気圧値が 960hPa 程度

以下 の 場合 ， 大きな災害が発生す る。

　  九州北部を北〜北東へ 通過 す る台風 は 主 と し

て風に よ る災害が大 きい 。

　  九州南部を北〜北東へ 通過 す る台風 は ， 九州

南部の 方で は雨 ・風 に よ る大 きな 災害が発生す る。

　  有明海 ・周防灘 ・大分市沿岸 などで は   及び

  の コ ー
ス に よ り高潮 災害発生 の 可能性が高い 。

　  九州北部 の 人的災害 は，強風の 最中の 外出中

に 瓦 な ど が 当 た り発 生 した もの が 大半 で あ る 。

（個人的に注意す る こ とで 防ぐ こ とが可能で あ る。）

　   九州南部 の 人的災害は，大雨 ・強雨 に 伴 う崖

崩れ な どある い は 強風 に よ り発生す る。（こ の 災

害を防 ぐため に は，村 ・町等 の 自治 体等 の 災 害防

止体制を強化 す る必要が あ る 。 ）

　  台風が  及 び  の コ ー
ス φ場合，送電線 の 倒

壊 に よ り，長 時間 の 停 電被害が発 生 す る 。 ま た，

これ に よ る二 次災害 も大 きい
。

　  台風 の コ ー
ス に 関係 な く， 九 州南部 で は高波

に よ る大きな災害の 発生がある。
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　  台風 が西〜北西に進む コ ー
ス の 場合 ， 過去 の

例 と して は ほ とん ど災害が発生 して い な い
。

　 1．4　おわ りに

　こ の 報告は，ご く最近 の 災害 の 大 きか っ た 台風

に つ い て 概略的 に ま と め た もの で あ る 。 限 られ た

頁数 で の報告と い う こ ともあ り，言葉足 らずは 否

あ な い が ，台風災害を被りに くい 建物等 の 設計施

工等に係 る目安や方針 の
一
助に な る こ とを希望す

る。
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　 2．1　 は じめ に

　南九州は，わ が 国で 最 も頻繁 に斜面崩壊 ・上石

流に よ る土砂災害 に 見舞われ る地域 の 一
っ で あ る。

特に，シ ラ ス 斜面 の 崩壊 に 起 因す る災害 （シ ラ ス

災害）は毎年 の よ うに発生 して い る 1＞
。 さら に 最

近は シ ラ ス 災害 に 加 え て シ ラ ス と は関係な い 土砂

災害も目立 っ
。

　本章で は，南九 州で特徴的な シ ラ ス 災害 に つ い

て 説明す るとともに，最近発生 した シ ラ ス と は 無

関係な土砂災害 に つ い て 述 べ る 。

掌
鹿児 島大学農学部
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　2．2　 シラ ス 災害

　南九州は火砕流堆積物や降下火砕物 に 広 く覆 わ

れ て い る。 中 で も入戸火砕流堆積物 の 非溶結部 と

して定義 さ れ る シ ラ ス は分布範囲が広 い 。 シ ラ ス

は台地 を形成 し，そ の 周縁 は急 な 斜面 と な っ て い

る 。 この 急斜面は ，
シ ラ ス と そ の 風化物 か らな る

場合，シ ラ ス 上 に降下火砕物 （火山灰，軽 石 な ど）

が 堆積 して い る場合，あ る い は シ ラ ス 斜面 の 脚部

に別 の 岩石類が存在す る場合な どが あ る 。 こ の よ

う な地形地質的特徴を もっ シ ラ ス 斜面 で は さ まざ

ま な崩壊形態が み られ る。 Haruyama2 ） は シ ラ ス

制面で 発生す る崩壊 の 形態 を図 2−1 の よ う に 分類

して い る 。 しか し，シ ラ ス 斜面で の 崩壊 形態 や崩

壊に伴 う災害は ， 土地利用 の 変化 ， 防災対策 の 進

歩な ど を反映 して そ の 形態が変化 して きて い る
3）・

4）
。

シ ラ ス 災害に関 して は こ れ ま で も多数 の 調査

研究が行われ て い る 。 こ こ で は，最近発 生 した シ

ラ ス 災害 の 特徴 に つ い て 整理 する 。

　 （D1976年豪雨災害

　 6 月 21 日か ら 26 日 に か けて
， 鹿児 島県 は総 雨

量 400mm を超え る豪雨に見舞われた。その 結果，

県内各地で斜面崩壊が多発 して 32名が犠牲に な っ

た 。 斜面崩壊 の 大部分は シ ラ ス 斜面 で 発生 し，崩

壊形態は図 2−2 に示され る よ うな シ ラ ス を覆 っ た

火山灰 ・軽石な ど の 降下火砕物が滑 り落ち る もの

で あ っ た
3＞・5）

。 シ ラ ス 層 と火山灰 ・軽石層 の 境界

は地 中水 の 通路 とな り，また 粘上化が進み ， そ れ

が崩壊 の 原因 と な っ て い る 6）
。
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図 2−1　 シ ラ ス 斜面 の 崩壊の 形態
2）

図 2−2　1976年豪雨 に よ る鹿児島市宇宿町 の 崩壊
5）

前筏

図 2−3　シ ラ ス斜面 の 表層崩壊
7）

　（2）1986年豪雨災害

　 7 月 10 日，鹿児島市 は梅雨末期 の 集中豪雨に

見舞わ れ た 。 こ の 豪雨は降雨時間 と雨 域 の 両 面 に

お い て 集中性 が強か っ た 。 雨域 の 中心 で は総雨量

300mm 以上，時間雨量 100　mm ／hr の 雨量 を記

録 し，発生 した 160箇所余 りの 斜面崩壊に よ っ て

18名が亡 くな っ た 。 斜面崩壊の ほ とん ど は シ ラ ス

斜面 の 表層部 に 発達 した 50cm 程度 の 風化土 層 が

雨水 の 浸透で崩れ る表層滑落型崩壊 （表層崩壊）

で あ っ た （図 2−3）7）
。 こ の 表層崩壊 は ，

シ ラ ス 斜

面 で の 表層土 の 再生を通 して 100年前後の 短 い 周

期で 同 じ斜面で繰 り返 し発 生 して い る
8）

。 また，

今回 の シ ラ ス 斜面 の 崩壊 に は ，1 年前 の 台風 の 強

風に よ っ て斜面 の 樹木の 根元が緩む な どの 影響 が

関係 して い る こ と が指摘さ れ た 了）
。

　（3）1993年豪雨災害

　 6 月 か ら 9 月に か けて 鹿児島県は幾度 とな く豪

雨 に 見舞 わ れ，斜面崩壊 ・ 土石流 な ど に よ り 121

名 とい う多数 の 犠牲者が で た 。 こ の 豪雨で も シ ラ

ス 斜面 の 崩壊が多発 し，そ の 大部分は斜面表層部
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の 風化上層が崩れ る表層崩壊で あ っ た
9）

。 さらに，

シ ラ ス 台地 に 刻まれ た侵食谷 （シ ラ ス 谷） で は 多

量 の 水と 1砂 が流下 し ， 住家や 農地 に 被害を及 ぼ

した 。 こ れ は，シ ラ ス 斜面脚部 の 崖錐部が パ イ ピ

ン グに よ っ て 崩壊 し，流動化 した もの で あ る 。 こ

の 種の 災害 は ン ラ ス 地域 で は あま り知 ら れ て い な

い
9）。シ ラ ス 斜面脚部 に は繰り返 し発生す る表層

崩 壊 に よ り崖 錐 が発達す る （図 2−4，b → c →

d）10＞
。 崖錐の 中 に は斜面か ら落 ち た 樹木 も多 く

含まれ る 。 記録的な豪雨の も と で は
一

般 に 安定 し

て い る は ず の 崖錐 も流動化 し， 多量 の 水 ・ヒ砂 ・

樹木を 含ん だ鉄砲水 と な っ て 流下す る現 象が起 こ

り う る （図 2−4，d → θ）。

　2．3　 シ ラ ス 災害以外の ±砂災害

　南九州 で は シ ラ ス 災害が あ ま り に も有名 で あ る

が，最近 シ ラ ス と は関係な い斜面で の 崩壊 に よ る

災害が Eil　NZ つ
。 以 ド，代表的 な 事例を あげ る 。

　（1）1993年豪雨災害

　前述 した よ う に ，1993 年 は 鹿 児島県下 で 豪雨

と な っ た。 そ の 結果，シ ラ ス 以外の 地質 で も崩壊

が 多発 し，大 きな 被害が 発生 した 。

↓
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t

図 2−4　シ ラ ス 斜面脚部崖錐 の 流動化 10）
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図 2−5　1993年豪雨 に よ る隼人町松永の 崩壊 9）

図 2−6 姶良 カ ル デ ラ 西壁 の 崩壊分布
1D

　図 2−5 は，8 月 1 目 鹿児 島県中部の 隼人町 で 発

生 した斜面脚部の崖錐堆積物の崩壊で あ る。 こ の

崩壊 に よ り 5 名が亡 くな っ た 。 崖錐堆積物 の 下 の

堆積層は不透水層の 役割を果 た して お り，浸透 し

た多量の 雨水が崖錐堆 積物内 に溜ま り，大 きな 水

圧が作用 して崩壊 に 至 っ た
9）

。

　 8 月 6 日の 豪雨で は鹿児島湾北部に位置す る姶

良カ ル デ ラ西壁が 多数崩壊 し た （図 2−6）ID
。 姶

良 カル デ ラ周縁の急崖で は こ れ ま で もしば しば崩

壊 が発生 して い る 12）・13）
。 8 月 6 日 に 発生 した主

な崩壊は花倉 層や安山岩か ら な る料面で 風化 した

表層土 や 崖錐堆積物が 滑り落ちる もの で あ り ，

一

部は土石流化 して い る。 花倉層か らは 湧水 が み ら

れ ， これ が 崩壊 に 関与 して い る
9）

。

　薩摩半島南部 の 金峰町 で は ， 台風 13 号が 上陸

した 9 月 3 日に風化 した堆積岩斜面 の 崩壊 に よ り

20 名が 亡 くな っ た
。 崩壊 した斜面の 表層土は粘質

で一般に崩れ に くい が，長雨 に よ り斜面が緩ん で
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い た こ とや短時間 の 豪雨で浸透水圧 が上 昇 した こ

とが崩壊を引き起 こ した
9）。さらに，9 月 20 日 に

は鹿児 島市西方 の 日吉町 で 山腹が大規模に 崩壊 し

た
9）

。 雨が ほ とん ど降 っ て い な い とき の 出来事で

あ っ た 。 崩壊 した斜面は花崗岩で ，深層ま で 強度

に風化 して い る 。 こ の 崩壊は，こ の 年 に 鹿児 島県

が い か に 多量 の 降雨 に 見舞わ れ た か を象徴す る現

象 で あ っ た 。

　（2）1997年北西部地震災害

　鹿児島県北 西部で は 3 月と 5 月に マ グ ニ チ ュ
ー

ド 6，5 と 6．3 の 地震が発生 した 。 地震 に よ り人 的

被害や建物， 道路 ， 橋粱な ど の 被害が発生す る
一

方，山地 で は斜面が 多数崩壊 し た （図 2一ア）14 ＞
。 3

月の 地震だ けで も崩壊は大小合わせ て 2，600 箇所

に の ぼ っ て い る 。 崩壊 の 形態 は，主 に 急傾 斜面 に

おける落石や肩部 の 崩落，表層 崩壊 で あ る 。 崩壊

は尾根型 の 斜面で も多数発生 し，地震 時 の 斜面 崩

壊 の
一般的な特徴 と 同 じ傾 向が み られ た 15）

。 ま

た風化花崗岩斜面 で は崩壊が高密度 に 発生 し，崩

壊面積率が 10％を超え る 流域 もあ っ た 16）。

　（3）199ア年出水市針原土石流災害

　 7 月 10 日 に出水市針原川流域で 規模 の 大 きな

深層崩壊が発生した i7）
。 崩壊 した斜面 は 30 度程

度 と緩 く，非常 に ル ーズ な風化安山岩か ら な る 。

崩壊土砂 は土 石流 と な り下流 の 住家 を襲い，21 名

の 人命を奪 っ た
。 針原川流域内 の 河川 流量 の 測定

図 2−7　1997年 3 月地震に よ る崩壊分布 14）

結果 に よる と，崩壊 した斜面内 に は多量 の 地 下水

が集中して お り，そ の こ とが崩壊に 関 与 して い る

と考え られ る
18）

。

　2．4　おわ りに

　以上，南九州 で 発生 した 最近 の 土砂災 害 に っ い

て 述べ た 。 鹿児島県 に お け る土砂災害危険個所 は

5，188 箇所に の ぼ る 。 関係機関 に よ っ て 砂防ダ ム

の 整備 な ど の ハ ー
ド対策 が 進 め られ て い る が ，進

捗率は 2 割程度と極め て 低 い
19）

。 また，最近 こ れ

まで あま り注意 されなか っ た場所で 災害が発生 し

たり，針原土石流災害 を引き起 こ した崩壊 の よ う

に予測が非常 に困難な もの もあ る 。 こ の よ うな現

状 の 中で ，悲惨な ⊥砂災害を無 くす た め に は ハ ザー

ドマ ッ プ の 作成や緊急時の 警戒避難 シ ス テ ム をは

じ め と し た ソ フ ト対策 の 充実 が さ ら に 要求 さ れ る 。

　　　　　　　参　考　文　献

1）春山元寿 ・地頭薗隆 ： 鹿児島県 に お ける 気象災害

　 に よ る被害 の 歴史的推移 ，応用 地質 ， Vol．23，　No．3，
　 pp ．156−168，1982．

2）Haruyama ，　M ．： Features　of 　slope −movements 　due

　 to　heavy 　rainfalls 　in　the　Shirasu　region 　of

　 southern 　Kyushu ，　Memoirs 　of 　the　FacuEty　 of

　 Agriculture　Kagoshima　 University，　 No ．19，

　 pp．151・163，1974，

3）下川悦郎 ・春山元寿 1 斜面 崩壊 と 火山性 堆積

　 物 の 土質 工 学的性質 ．鹿児 島大学 農学 部学術

　 報告，　No ．28，　pp．209−227 ，1978．

4）岩松　暉 ・下 川 悦郎 ；
“

シ ラ ス 災 害
”

と 防災

　 提言，現代 の 災害 （日 本科学 者会 議編）．水曜

　 社，pp．162−182，1982．

5）岩松　暉 ： シ ラ ス 崩災 の
一．一
形式

一
　1976 年 6 月

　 梅雨前線豪雨 に よ る 鹿児島市紫原 台地周 縁部

　 の 崖崩 れ に つ い て
一，鹿児 島大学 理 学部 紀要

　 （地 学 ・生 物 学 ），　No ．9，　pp．87 −100，1976．

6）Shimokawa 　E．，　Haruyama 　M ．　and 　Jitousono　T ．，

　 A 　type　of 　slope −failures　in　volcanic 　areas

　 of 　 southern 　 Kyushu ，　 Japan，　 Memoirs 　 of 　 the

　 Faculty　of 　Agriculture　Kagoshima 　University，

　 Ne ．28，　pp．119−128，1983．

7）地頭薗隆 ・下 川 悦 郎 ： 1986 年 7 月 10 日 集 中

　 豪雨 に よ る 鹿児島市 の シ ラ ス 斜面崩 壊 の 実 態

　 と特徴，1986年梅雨末期集中豪雨 に よ る 鹿 児

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society for Natural Disaster Science

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　for 　Natural 　Disaster 　Soienoe

自然災 害科学 J．・JSNDS　17L4（IY99 ）

　　 島市内 の シ ラ ス 災害 に 関 す る 調 査 研 究 （研究

　 　 代表者，露木利貞），文 部省科 学研 究費 ・自然

　　災害特別研究突発災害研究，pp，14−26，1987．
8）下 川 悦郎 。地 頭 薗隆

・
高野　茂 ： し ら す台地

　　周辺斜面 に お け る 崩壊 の 周期性 と 発生 場 の 予

　　測，地形，Vol．10，　No．4，　pp ．267−284，1989，
9）下 川 悦郎 ・地頭薗隆 ・松本舞恵 ・三 浦郁 人 。

　　加藤 昭
一

： 1993年 豪雨 に よ る 鹿児 島県 下 の

　 　 土砂災害．平成 5 年 8 月豪 雨 に よ る 鹿児 島災

　　害 の 調 査 研 究 （研 究 代 表者，岩 松暉 ），文 部省

　　科 学 研 究 費 。突 発 災 害 調 査 研 究 ，pp．63−75，
　 　 1994，

10）地 頭薗隆 ・下川悦郎 ・板垣 　治 ・古 賀省 三 ・

　　松本舞恵 ・三 浦郁人 ・
加藤昭

一
： 鹿児 島県 中

　 　部域 の 地 盤 災害 （8．1災害 ），1993 年鹿 児 島豪

　　雨災害
一

繰 り 返 さ れ る 災 害 tt，（社）土 質 工 学

　　会，pp．55−68，1995．
11）地頭薗 降 ・ド川悦郎 ・松本 舞恵 ・加藤 昭

．．．．一・

　　
．
モ浦郁 人 ： 1993年 鹿 児 島豪雨 に よ る 斜面 崩

　 　壊 ・土石流 の 分布 と 土砂 生産，鹿 児 島大学農

　　学部演習林報告，No ，23，　pp33 −54，1995．
12）小林哲夫 ・岩松　暉 ・露木利 貞 ： 姶良 カ ル デ

　　 ラ壁 の 火山地質 と 山 く ず れ 災害 ，鹿 児 島大学

　　理 学部紀要 （地学 ・生物学 ），No ．10，　pp．53−73 ，

　 　 1977．

13）春 山元 寿 。下川悦郎 ： 鹿児 島市 吉 野町竜 ケ 水

　　地区 の 山地崩壊 ・圭石 流 災 害 に っ い て ，砂防

　　学会誌 ，Vol．30，　No ．4，　pp ．33−38，1978 ．
14）地 頭薗隆 ・下川悦郎 ・松 本舞恵 ・寺 本行 芳 ：

　　1997 年鹿 児 島 県 北 西 部 地 震 に よ る 斜面 崩壊

　 　 の 分布 と地形的特性，砂防学会誌，VoL51 ，　No．1，

　 　 pp ．38 −45，1998．

15）地 頭薗隆 ・ 下川悦郎 ・寺 本行芳 ； 1997 年鹿 児

　　島県北西部地震 に よ る斜 面 崩 壊，砂 防学会 誌 ，

　 　Vol．50，　No ．2，　pp．82−86，1997．
16）松 本舞恵 ・下川悦郎 ・地頭薗隆 ： 1997 年鹿 児

　　島 県 北 西 部 地 震 に よ る 花崗岩斜面 の 崩 壊 の 特

　　徴 ，鹿 児 島大学農学部 演 習 林 研 究報告 ，No ．26，

　 　PP，9−21，1998，

17）下 川 悦郎 ・地 頭 薗隆 ・小 川 　滋 ： 出 水市
・
針

　　原川 土 石流災害 ，
1997 年 7 月 梅雨 前線停 滞 に

　　伴 う西 日本 の 豪雨災害 に 関す る 調査 研究 （研

　 　究 代 表者，下川悦郎），平 成 9 年 度 文 部 省 科 学

　　研究費 ・基盤 研 究，pp．19・30，1998．

18）地 頭 薗 隆 ・下 川 悦 郎 ； 1997 年鹿児 島県 出水 市

　　針原 川 流域で 発生 し た 深層崩壊 の 水文 地 形 学

　　的検討 ，砂 防 学 会 誌 ，Vo1．51，　No．4，　pp．21・26，
　 　 1998．

19）鹿児 島県 ：土砂災 害 対 策 に 関 す る 資 料 ，1998．

313

3． 佐賀低平地の水害特性 とその 要因

　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺 訓甫
寧

　3．1　佐賀平野の 特徴

　佐賀平野 は筑紫平野の 西半を占 め ，そ の 面積 は

約 600Km2 ，背振天山山系か ら有明海 に か け て 展

開する低平な沖積平野 で あ る。 佐 賀平野 の 水問題

を 理解す る に は，まず佐賀平野の 成因及び 域内の

諸河川 ・ク リ
ー

クと有 明海 との 関係を知 る必要が

あ る Q

　 3．1．1 佐賀平野 の成因 と有明海

　佐賀平野 は，北 部山地及 び 九州山地 か らの 流出

⊥砂が 有明海 に堆積 し て 形成 された沖積 平野で あ

る 。 有明海 の 干満 の 差 は 大潮時 に は湾奥部 で 6m

に も達 し，干潮時に遙か沖合 まで 搬 出 され た浮泥

は満潮時に再び沿岸部 に 運ばれ るが ， 満潮流 は半

時計回りに 北岸を 西進す るた め，筑後川 の 搬出す

る大量 の 浮泥 は主 と して佐賀平野地先 に堆積する。

こ の 自然の 営み は 悠久 の 昔か ら営 々 と繰 り返 さ れ

て 有明海沿岸独特の 「ガ タ土」と呼ば れ る有明粘

土層を形成 し， 干潮時に お ける干潟 は沖合 10Km

に も及ん で い る 。 図 3−1 は佐賀平野 の 進展 図
1）で

あ る 。 沖積世 の 始まりの 頃の 海 岸線 は現 在 の 5m

等高線 （吉野 ケ 里遺跡付近を通 る） で あ り，海退

に よ る自然干陸化は戦国時代末期 （1600年頃）か

ら始ま っ た干拓 と も相 ま っ て 現在の 低平な平野を

図 3−1 佐賀平野 の 進展
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